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No 区分 開催年月日 議題・内容など 備 考 








３ 研究会 Ｈ12.2.21 
物流･流通の現状と課題
（関係企業ヒアリング） 
㈱ 新 栄 組
など 
４ 研究会 Ｈ12.4.10 物流機能の整備について  
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No 区分 開催年月日 議題・内容など 備 考 
７ 講演会 Ｈ12.10.26 
最近の国際物流について
（オムロン:本郷氏） 




国 際 経 済
交 流 推 進
協 議 会 と
共催 




























































































         ―紀ノ川左岸道路－京奈和道・高速阪和道 
     ―県庁前線-----------26･42号線・高速阪和道 
その他渋滞個所の部分改良 
④ＩＴを活用した新しい物流ネットワークの構築 
トラック陸送主体の物流システムから、船－鉄道－トラ
ック陸送を適切に組み合わせた物流ネットワークシステ
ムをＩＴ等も活用して構築する。 
⑤港湾活性化、交通渋滞対策など総合ソフト施策 
・和歌山港を利用した場合の生産地から消費地までのト
ータルコスト調査と取扱量との相関を分析して、ポート
セールスの具体的な目標を明確化⇒実施可能な施策を
まとめ、実行する体制を整備する。 
・25ｔ対応以外に当面具体性のある道路整備は難しいので、
ＴＤＭ施策を中心とした交通関連施策をまとめ、実行す
る体制を整備する。 
 
４．今後の進め方 
Ｈ14年度以降は、この提言骨子を以下の順序で具体的なア
クションプランに落とし込んでいくこととする。 
① 港湾活性化(中国航路開設ワーキングなど)、交通渋滞
対策など総合ソフト施策 
② ＩＴを活用し、船－鉄道－トラックを統合した新しい
物流ネットワークの構築 
③ 和歌山本港地区の陸海物流拠点の具体構想 
 
以上 
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